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病院の CT スキャナの撮影時間は、通常は数秒～数 10 秒のオーダーであるが、強力な白色放射

光を用いると、ミリ秒オーダーの時間分解能で試料内部を三次元的に可視化できることが筆者ら

により実証されている[1-3]。しかしながら、ミリ秒時間分解能を実現するためには試料を高速で

回転する必要があり、流動性のある試料への適用や、様々な試料環境の導入が困難であるという

問題があった。本発表では、試料回転なしでミリ秒オーダーのＸ線 CT の実現を可能にするマル

チビーム光学系を開発した成果について報告する（図 1 左）[4]。特殊な形状の薄い単結晶シリコ

ンを微細加工により作製し、双曲面上に湾曲させて、かつ三段に配置することにより、±70°の

投影方向をカバーするマルチビーム光学系を実現した。このマルチビーム系を用いて、試料回転

なしＸ線トモグラフィの原理検証に成功した（図 1 右）。 
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図 1: （左）開発したＸ線マルチビーム光学系と、（右）1 ms の撮影時間で取得した直径 50 μm

タングステンワイヤーの三次元 CT 再構成像[4]。 
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